










はじめに 

都立北療育園は,城南,城北の二分園を持っているが,本園では,肢体不自由児通園施設が法

により発令される以前の昭和40年5月1日にすでに通園部門を開設し,今日まで16年の年

月が経過している。この間に,多くの卒園児を世に送り出し,運動機能に問題がある長期在

宅療育児の療育施設として,東京都衛生行政の一端をになう役割も果たしてきた。 

近年,新生児医学の進歩,保健所を中心とする,心身障害児の早期発見,在宅児へのケアの一

環としての早期療育のニード等が,各地で,通園施設を発足させ,更に障害児の全員就学が

実施された現在,その他の各種福祉対策の施行等も相まって,通園児の有する問題が,当園

の通園が発足した時点とは,かなり変容してきている。また 43年に城南分園を大田区に,45

年に城北分園を足立区に作り,開設と同時に通園部門を設け,地域の便をよくしたことと,

更に最近では都内でも各区や市部に,心身障害児の通園施設が設立されてきていることも

あって,当園への通園児の居住地域も,以前は全都的に分布していたのであるが,次第に北

区,板橋区等,園の近縁の地域に限局してきている傾向がある。その意味では,都立の中心的

な療育施設として・果たして今後どのような役割をになって行くべきかを検討することは,

当面の課題であると考え,その指針を得るべく,今回の調査を行い,いささかの結果を得た

ので考察を加え報告する。 


